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第６回 ＤＸで行動・経験・モノを変革５Ｇで変わる社会と暮らし

       ＝問題は変容を嫌う日本の企業文化と風土＝

研究員(工学博士)
山中隆敏

データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジ

ネスモデルを構築し、業務、組織、企業文化・風土、社会を変革するデジタルトランスフ

ォーメーション「ＤＸ」が脚光を浴びている。ＤＸを支えるデジタル技術、活用事例から、

ＤＸによる効果と課題について紹介する。

ＤＸを支えるデジタル技術

ＤＸを支えるキーとなる技術は３つある。１つ目は、ＩｏＴとクラウドである。デジタ

ル化のすべての礎となるのはデータである。自社のデータだけでなく、ＩｏＴで様々なモ

ノをインターネットに繋ぎデータを収集しクラウドで蓄積することで、新たな価値発見に

繋げる。

２つ目は、大量のデータを分析しデータから知恵を生み出すＡＩである。ＡＩ自らがデ

ータを学習し自律的に答えを導き出し、経営・業務に生かす。

３つ目は、高速大容量、高信頼超低遅延、超大量接続が特徴の５Ｇである。ＤＸのキー

技術は、ネットワークを前提としており、５Ｇが性能を上げ、ＤＸを進化させ変革に繋げ

る。

ＤＸの活用事例

アパレル市場においては、若者に人気あるブランドをタイムリーに多く取り揃えるＥＣ

プラットフォームを構築し、消費者は、いつでも、どこにいても好きな物を買えるという

環境が得られた。これまで、試着できないため通販には向かないとされたアパレル市場に

おいて、店舗を見て歩き購入する若者の行動をデジタルを使って変革した。

ホテル業界においては、一般家庭の空き部屋を旅行者に解放

するサービス。タクシー業界においては、一般のドバイバーをタクシーサービスに登用

するサービスで、既存のサービスやビジネスモデルを破壊・再構築するデジタルディスラ

プションをホテル業界やタクシー業界に起こした。

ＤＸによる期待される効果

ＤＸは、顧客や社会のニーズを、デジタル技術を活用して、企業や社会を変革すること

である。小売、自動車、医療、金融などＤＸの取り組みが進むことで、企業や社会、暮ら

しが変わり、人々の生活の質の向上や社会課題の解決に繋がる。
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ＤＸの障壁 「変革か、死か」

先進企業では、取り組みがすすめられているＤＸであるが、果たして、日本でＤＸが浸

透するか疑問が残る。変容を嫌う企業文化・風土、ステークホルダーへのしがらみなど、

変容しない経営判断ならば、いずれ脅威にさらされるであろう。各社、技術経営の手腕が

問われる。

                                                                  ―以上―
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